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毎
日
新
聞
社
と
毎
口
新
聞
社
会
事
業
団
の
「
飢
餓
・
貧

Ｓ
・
難
民
救
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
、
赤
道
直
下
の
ア
フ

リ
カ
を
取
材
し
、
「
う
め
く
『
生
』
」
を
・
昆
つ
め
た
。
エ

イ
ズ
に
苦
し
む
ウ
ガ
ン
ダ
、
民
族
（
部
族
）
囲
の
対
立
か

ら
同
じ
国
民
が
僧
し
み
、
殺
し
合
っ
た
ル
ワ
ン
ダ
ー
ー
‘
・
・
・
。

迎
い
ア
フ
リ
カ
で
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
粗
織
）
の

ス
タ
ッ
フ
ら
が
后
発
な
支
援
活
動
を
続
け
て
い
た
。
今
回

は
そ
の
活
勣
ぷ
り
と
、
記
者
が
エ
イ
ズ
患
者
と
過
ご
し
た

口
々
を
紹
介
す
る
。
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
だ
ち
か
、
平
和

で
豊
か
な
生
活
を
取
り
戻
せ
る
日
が
早
く
来
て
ほ
し
い
と

願
い
な
が
ら
。
　
　
　
　
文
・
小
八
｀
孝
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真
・
玉
暁
勝
巳
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白
目
」

瞰
物
が
わ
り
の
バ
ナ
ナ
の
葉
に
座
り
込
み
、
心
細
げ
な
子
ど
も
た
ち
Ｈ
ウ
ガ
ン
ダ

35
歳

若
す

ぎ
る死

っ
た
。

　
ビ
ク
ト
リ
ア
朗
に
近
い
ウ
ガ

ン
ダ
・
ゴ
グ
エ
。
ド
ロ
シ
ー
さ

ん
は
1
5
人
兄
弟
の
一
こ
女
。
1
5
人

の
う
ち
ド
ロ
シ
ー
さ
ん
以
外
に

手

ズ

ａ

で
死
亡
。
孤
児
と
な
っ
た
３
～

1
4
歳
の
Ｈ
人
は
祖
父
エ
リ
ス
マ

ス
さ
ん
侭
）
が
養
育
し
て
い

る
。
働
き
手
を
亡
く
し
た
家
族

は
コ
ー
ヒ
ー
一
回
で
年
約
２
万
３

０
０
０
円
の
収
入
が
あ
る
だ

け
。
孫
Ｈ
人
を
晋
て
て
は
、
薬

を
岡
う
こ
と
も
で
き
な
い
。

　
私
た
ち
が
訪

ね
た
の
は
夕
方

だ
っ
た
。
ド
ロ

訪
ね
て
き
て
、
聖
卿
の
ヨ
プ
記

を
蔽
み
上
げ
た
。
家
族
で
賛
美

歌
晋
９
唱
、
牧
師
が
去
っ
て
1
0

分
ほ
ど
し
た
こ
ろ
、
ド
ロ
シ
ー

さ
ん
は
か
す
か
な
傷
者
お
正
め

た
。
「
マ
マ
」
。
ジ
ェ
ニ
フ
ァ

ー
ち
ゃ
ん
は
、
じ
っ
と
し
て
い

ら
れ
な
い
の
か
、
家
の
周
囲
を

い
る
。
す
っ
か
り
日
は
器
れ
て
、

ラ
ン
プ
の
明
か
り
が
巣
ま
っ
た

人
の
傾
濫
賑
ら
し
た
。

　
1
1
人
の
子
ど
も
は
、
小
さ
な

家
に
入
り
切
れ
ず
心
細
そ
う
に

休
を
寄
せ
脅
う
よ
う
に
、
底
に

座
っ
て
い
る
。
大
入
た
ち
が
絶

え
ず
歌
う
焚
美
歌
を
聞
い
て
い

賛
美
歌
に
送
ら
れ
臨
終

１

　
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
西
部
、
ル
ワ
ン

ダ
と
の
国
境
の
町
・
ガ
ラ
。
ケ

ニ
ア
・
ナ
イ
ロ
ビ
か
ら
４
人
乗

り
の
小
型
機
で
到
着
し
た
空
港

の
滑
走
路
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

鵠
装
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
砂

利
が
家
き
つ
め
て
あ
る
。
土
煙

が
舞
う
な
か
、
小
柄
な
日
本
人

女
性
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。

　
ア
フ
リ
カ
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
［
ア
フ
リ
カ
教
育
基
金
の
会

（
Ａ
Ｅ
Ｆ
）
」
ガ
ラ
事
務
所
の

Ⅲ
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
、
土
肥
優

子
さ
ん
（
2
5
Ｔ
大
阪
府
出
・
騨
μ

だ
。
ガ
ラ
は
ル
ワ
ン
ダ
、
ブ
ル

ン
ジ
か
ら
大
量
の
難
民
が
流

入
。
昨
年
ら
れ
、
ル
ワ
ン
ダ
雖

Ｒ
は
帰
迦
し
た
か
現
在
も
、
約

扨
万
人
の
ブ
ル
ン
ジ
難
民
か
キ

ャ
ン
プ
で
苔
ら
す
。
Ａ
Ｅ
Ｆ
は

っ
た
。
体
は
や
せ
て
、
か
つ
て
母

乳
を
た
た
え
た
乳
房
は
膨
ら
み

を
失
っ
て
い
る
。
胸
の
骨
が
浮

き
上
が
っ
て
兌
え
る
。
苦
し
そ

う
に
顔
を
し
か
め
る
。
満
で
二

女
ジ
ご
ヲ
ァ
ー
ち
ゃ
ん
（
Ｈ
）

る
。
Ｕ
人
の
申
に
は
、
生
ま
れ

な
が
ら
目
の
不
自
由
な
女
の
子

（
Ｕ
）
も
い
る
。
い
た
ず
ら
盛
り

で
、
辨
段
は
は
し
ゃ
い
で
い
る

男
の
Ｊ
も
神
妙
な
顔
だ
。
結
局
、

こ
の
夜
、
平
と
も
た
ち
は
何
も

食
べ
な
か
っ
た
。

歩
き
出
す
。
□
か
ら
皿
の
涙
が

ポ
ロ
ポ
ロ
こ
ぽ
れ
る
。

　
通
夜
。
亡
き
人
聚
双
し
が
ら

せ
な
い
た
め
に
夜
中
ま
で
9

歌
が
唇
く
。
底
一
面
に
マ
ト
ケ

（
啖
い
バ
ナ
ナ
）
の
菜
が
敷
か

れ
た
。
駆
け
つ
け
た
近
所
の
人

き
れ
い
な
白
い
布
が
掛
け
ら
れ

て
い
た
。
暗
が
り
の
中
、
ジ
ェ

ニ
フ
ァ
ー
ち
ゃ
ん
が
、
母
の
頷

に
ぴ
っ
た
り
と
訓
示
寄
せ
る
よ

う
に
構
に
な
っ
て
い
た
。
娘
く

て
最
初
、
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、

ジ
エ
二
フ
ァ
ー
ち
ゃ
ん
は
布
の

上
か
ら
吋
の
隣
の
部
分
を
し
き

　
　
　
　
り
と
般
っ
て
い

　
　
　
　
た
。
布
に
穴
を
開

　
　
　
　
け
て
、
人
さ
し
鯉

を
突
っ
込
ん
で
い
た
の
だ
。
い

つ
ま
で
も
、
附
の
感
触
を
確
か

め
る
よ
う
Ｓ

　
ド
ロ
シ
ー
さ
ん
の
兄
弟
で
エ

イ
ズ
感
染
者
は
あ
々
？
八
。
す

事
務
所
塀
ピ
カ
ン
デ
ィ

・
マ
ン
ポ
さ
ん
（
4
1
）
。

　
マ
ン
ポ
さ
ん
は
コ
ン
ゴ

民
ネ
兵
和
国
（
旧
ザ
イ
ー

ル
）
生
ま
れ
。
キ
ン
シ
ャ

サ
大
学
で
化
学
を
専
攻
。

１
９
８
６
年
に
東
京
工
業

大
に
留
学
し
、
博
士
号
を

収
寿
し
た
。
そ
の
後
、
千

葉
以
内
の
研
究
所
で
、
地

熱
の
研
究
を
し
て
い
た

が
、
9
4
年
４
月
、
ル
ワ
ン

ダ
で
内
戦
が
発
生
。
ア
フ
リ

カ
人
同
士
が
殺
し
合
っ
て
い

る
姿
に
シ
ｓ
ッ
ク
荷
受
け
同

年
７
月
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
難
民
キ
ャ

ン
プ
で
活
動
。
一
度
は
日
本

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ウ
ガ
ン
ダ
事
務
所
長

縦
谷
冊
じ

　
「
欧
米
や
日
本
の
助
け
を
フ
リ
カ
を
救
お
う
と
、
安
定

借
り
る
だ
け
で
な
く
、
ア
フ
し
た
日
本
で
の
生
限
を
捨
て

リ
カ
人
の
手
で
ア
フ
リ
カ
を
て
、
妻
、
２
女
―
男
の
５
人
家

救
い
た
い
」
。
こ
う
笏
る
の
族
で
ウ
ガ
ン
ダ
に
政
っ
た
。

は
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
　
ア
フ
リ
カ
版
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と

会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
ウ
ガ
ン
ダ
も
い
え
る
「
ア
フ
リ
カ
多
国

ご

　
今
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
国
連
機
関
な
ど
へ
の
寄
付

に
砂
弓
ウ
ガ
ン
ダ
の
子
ど

し
て
の
・
帑
史
や
、
独
な
一
髪
の

権
力
者
に
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。
平
和
な
ア
フ
リ
カ
を
つ

く
る
た
め
、
ア
フ
リ
カ
の
巾

民
の
力
を
生
か
し
た
い
」
。

ア
フ
リ
カ
を
愛
す
る
気
持
ち

多国籍医師団結成へ奔走

笥
医
師
団
」
結
成
に
こ

ざ
つ
け
、
今
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
が
ウ
ガ
ン
ダ
で
建
・
喫

を
計
画
し
て
い
る
エ
イ

ズ
子
ど
も
脚
院
の
た
め

に
、
関
係
機
関
と
の
調

祭
に
隋
闇
中
。
「
ア
フ

リ
カ
が
飢
え
、
貧
困
か

ら
抜
け
出
せ
な
い
の

は
、
ア
フ
リ
カ
人
に
能

力
が
な
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
植
民
地
と

多国籍医師団の結成について話し合うＡＭＤＡの

マンポさん（中央）とウガンダの医師たち
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(
1
1
バ
ナ
ナ
）
の
菜
が
敷
か
こ
の
夜
、
平
と
も
た
ち
は
何
も
で
に
床
に
吠
せ
た
人
も
。
年
老
　
　
　
ウ
ガ
ン
ダ
の
子
ど
口
新
聞
大
阪
社
会
嘔
業
団

　
　
　
　
　
　
　
べ
し
ｙ
？
尨
二
心
ど
バ
沁
　
　
女
ジ
二
フ
ァ
ー
ち
ゃ
ん
（
Ｈ
）
れ
た
。
駆
け
つ
け
た
近
所
の
人
食
べ
な
か
っ
た
。
　
　
　
い
た
ド
ロ
シ
ー
さ
ん
の
父
が
菱
　
　
　
と
エ
イ
ズ
か
ら
救
う
「
糾
外
救
援
金
」
佩
（
郵
便

1
i
j
S

= ）

･
M

エ
哨
に
匹
拓
鴛
こ
″
鴛
に
匹
兵
で
い
た
。
た
ち
が
、
菜
の
上
に
し
ゃ
が
み
　
夜
中
に
な
っ
て
雨
に
な
っ
考
す
る
孫
は
３
年
以
内
に
2
0
入
　

一
心
心
万
作

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
サ
振
卿
・
○
０
９
７
０
－
９
ｊ

　
　
　
　
　
　
万
言
　
ぶ
…
…
…
…
…
…
一
浩
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”
ｊ
か
や
即
才
涛
一
’
　
体
調
悪
化
を
知
っ
た
枚
師
が
こ
ん
で
、
死
者
膏
懐
か
し
ん
で
た
。
家
に
入
る
と
、
死
者
に
は
を
超
え
る
だ
ろ
う
。
　
　
　
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
救
援
金
は
１
２
８
９
１
）

　
厨
四
隣
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一
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１
９
９
４
年
か
ら
約
6
0
万
　
土
肥
さ
ん
が
取
り
組
む
の
と
い
う
夢
が
摘
て
き
れ
、
　
　
　
　
　
i
7
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i
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K
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7
7
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g
‐
7
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1
　
　
a
M
g
Q
i
ん
で
い
る
の
は
た
。
こ
の
ス
ラ
ム
で
、
難
民
の

ア
フ
リ
カ
教
育
基
金
の
会
（
タ
ン
ザ
ぶ
ぶ
）
Ｉ
7
0
万
人
の
難
民
が
押
し
は
ヽ
難
民
流
人
に
よ
っ
て
影
嬰
Ｅ
Ｆ
の
ス
タ
ぶ
に
　
　
　
　
呂
　
　
「
エ
ィ
ズ
支
扱
組
懇
（
Ｔ
Ａ
生
活
支
援
を
し
て
い
る
の
が

ー
・
’
－
－
Ｉ
－
。
－
－
ｉ
－
―
―
　
　
寄
せ
た
。
難
民
が
燃
料
用
弐
蒋
・
だ
地
。
九
の
向
発
だ
。
高
　

Ｗ
％

フ
リ
カ
で
活
動
す
る
の
φ
Λ
が
多
い
。
女
陰
又
琳
｛
を
目
ｓ
ｏ
｝
。
エ
ィ
ズ
患
者
が
忿
一
「
ア
フ
リ
カ
難
民
教
育
計
。
吻
」

ン
ザ
ニ
ア
西
部
、
ル
ワ
ン
こ
の
キ
ャ
ン
プ
で
、
数
回
、
．
ｌ
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￥
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＆
４
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こ
の
キ
ャ
ン
プ
で
、
教
育
、
医

療
、
キ
ャ
ン
プ
周
辺
の
開
発
を

担
当
し
て
い
る
。

　
人
□
約
1
0
万
人
の
ガ
ラ
に
、

　　大量の難民抱える国境の町

地元の社会開発に力点

語特訓中､士肥優子さん

に
木
材
を
伐
採
し
た
た
め
、
森

林
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、

給
水
源
も
破
壊
さ
れ
た
。
犯
罪

の
増
加
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

スワヒリ

シ
カ
ゴ
に
留
学
。
帰
国
後
、
外
資

系
企
業
に
就
職
し
た
が
、
発
展

乖
才
国
の
開
発
に
男
わ
り
た
い

土
肥
さ
ん
（
右
）
は
ス
ワ
ヒ
リ
諾
を
身
に
つ
け
、
現

地
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
円
滑
に

は
、
欧
米
や
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ

け
で
は
な
い
。
ア
フ
リ
カ
人
自

身
も
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
を
つ
く

っ
て
い
る
。

　
ル
ワ
ン
ダ
・
キ
ガ
リ
。
小
さ

な
事
務
所
の
一
室
で
、
ニ
ラ
ハ

ピ
マ
ナ
・
レ
オ
ケ
イ
デ
ィ
ッ
ク

さ
ん
「
召
が
弁
耀
士
の
言
葉
に

耳
を
煩
け
て
い
る
。

　
レ
オ
ケ
イ
デ
ィ
ッ
ク
さ
ん
は

１
９
９
４
年
４
月
、
内
戦
で
夫

素
」
く
し
た
。
半
年
後
、
長
男

（
３
）
が
生
ま
れ
た
。
レ
オ
ケ
イ

デ
ィ
ッ
ク
さ
ん
腿
。
大
の
剔
が
、

辰
男
を
大
の
子
と
認
知
し
て
く

タ
ン
ザ
ニ
ア
人
ス
タ
ッ
フ
が
中

心
で
、
日
本
人
は
土
肥
さ
ん
だ

け
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

円
Ｍ
に
進
め
る
た
め
、
ス
ワ
ヒ

リ
哨
を
邸
訓
申
だ
。
日
常
会
話

は
こ
な
せ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

「
一
任
感
が
強
い
’
石
、
他
の
ス

タ
ッ
フ
か
ら
の
信
頼
も
幇
い
。

　
土
肥
さ
ん
は
「
雄
民
間
珊
と

い
う
と
、
難
民
自
身
の
生
活
、

教
育
、
医
療
な
ど
が
取
り
ｈ
げ

ら
れ
る
が
、
難
民
を
抱
え
る
こ

と
に
な
っ
た
徊
妬
民
の
負
担
も

想
像
坂
上
に
大
き
い
。
キ
ャ
ン

プ
に
は
、
国
連
機
関
な
ど
か
ら

の
援
助
で
学
校
が
建
設
さ
れ
る

が
、
地
元
に
は
学
校
に
行
け
な

い
了
ど
も
た
ち
も
多
い
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
に
光
を
当
て
て
い

さ
た
い
」
と
力
強
く
測
る
。

れ
な
い
」
と
相
談
し
て
い
る
の

だ
。
財
産
問
題
も
格
む
。

　
ル
ワ
ン
ダ
で
は
、
内
戦
で
家

族
や
親
類
関
係
が
ズ
タ
ズ
タ
に

な
り
、
広
哨
相
疎
膏
必
要
と
す

的
に
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
ハ
グ
ル
カ

　
『
現
地
塙
で
ａ
き
ろ
』
の
意

味
ご
は
、
専
一
印
綬
士
に
よ

る
ａ
限
檀
浹
を
行
っ
て
い
る
。

　
ウ
ガ
ン
ダ
で
エ
イ
ズ
興
賦
の

ハグルカの看阪

エ
イ
ズ
、
ス
ラ
ム
、

し
だ
し
た
町
年
1
1
月
、
設
立
さ

れ
た
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

懲
芯
相
談
▽
エ
イ
ズ
孤
児
へ

の
学
費
支
援
―
－
１
な
ど
、
そ
の

哨
匍
は
幅
広
い
。

女
性
畜

課
題
は
山
積

Ｕ

（
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
）
。
自
身
が
エ
リ

ト
リ
ア
難
民
と
し
て
ケ
ニ
ア
に

流
れ
つ
い
た
経
験
を
痔
つ
ヨ
ハ

ネ
ス
・
テ
ク
レ
代
表
が
8
2
年
に

設
立
。
大
学
な
ど
へ
の
入
学
を

た
記
へ
郵
便
辰
Ｍ
か
現
金
脚

昭
で
送
金
い
た
だ
く
か
、
直

接
ご
持
参
下
さ
い
『

　
〒
５
３
？
5
1
大
阪
市

北
区
梅
田
３
の
４
の
５
、
毎

日
新
聞
大
阪
社
会
嘔
業
団

た
り
、
難
民
が
自
宛
す
る
た
め

に
必
要
な
頁
金
貸
し
付
け
な
ど

に
当
た
っ
て
い
る
。
欧
米
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
協
力
を
匈
て
い
る
が
、

常
に
資
金
難
に
直
面
。
テ
ク
レ

代
表
は
「
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど

で
協
力
し
て
も
ら
え
る
と
こ
ろ

が
あ
れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
と
の
提
携
が
吋
慌
な

聯
合
、
国
立
民
族
学
防
物
館
の

栗
本
英
世
・
助
教
授
（
0
6
・
８

７
６
・
２
１
５
１
）
が
迎
絡
を

受
け
付
け
て
い
る
。



退
院
し
た
。
そ
れ
で
も
「
血
が
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　汗り広マンザ

ー,かつがトゴニ国

苔にけるケにア境

らじ｀゜⌒人かを
しむじ　硬っ
字9ぴ4ﾆﾀぽ

.゛とがバ゜ワで
い　し兵ナ迦ン越

と　て上ナ路ダえ
こ　いカーな．ヽ

ろ　てら笏ｓキタ

で　も照カベブン

　
奥
本
さ
ん
は
昨
年
６
月
ま
で

２
年
男
、
西
ア
フ
リ
カ
・
コ
ー

ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
で
青
年
海
外
協

力
隊
貝
と
し
て
、
栄
養
知
識
の

笞
及
活
動
を
し
て
い
た
。
「
西

ア
フ
リ
カ
に
比
べ
た
ら
、
ル
ワ

ン
ダ
は
本
当
に
雅
ら
し
や
す
い

で
す
。
ア
フ
リ
カ
の
ス
イ
ス
と

　
Ａ
Ａ
Ｒ
は
１
９
９
４
年
に
ル

ワ
ン
ダ
か
ら
大
型
に
難
民
が
流

出
し
た
際
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
・
ガ

ラ
に
事
務
所
を
設
画
。
水
の
似

絵
な
ど
を
行
っ
た
。
昨
年
粉
れ

　
給
水
や
婦
人
の
自
立
支
援

　
　
　
　
「
現
地
に
魅
了
さ
れ
」
奥
本
愛
美
さ
ん

す
よ
、
こ
こ
弓
戦
争
さ
え
な
呼
ぱ
れ
る
の
が
よ
く
わ
か
り
ま

け
れ
ば
ね
」
。
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｃ
「
難
す
」
。
ア
フ
リ
カ
に
は
「
ア
フ

民
を
助
け
る
会
」
（
Ａ
Ａ
Ｒ
）
リ
カ
の
水
膏
飲
ん
だ
者
は
ア
フ
’

ル
ワ
ン
ダ
事
務
所
代
表
、
奥
本
リ
カ
に
戻
る
」
と
い
う
こ
と
わ

賛
美
さ
ん
宛
ｙ
ぶ
蜀
‥
圧
市
出
ざ
が
あ
る
。
奥
本
六
ん
も
「
や

身
り
の
こ
と
ば
に
一
国
、
耳
を
っ
ぱ
り
、
ア
フ
リ
カ
の
魅
力
に

皿
食
亭
を
し
な
が
ら
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
「
難
民
を
助
け
る
会
」

取
り
つ
か
れ
た
ん
で
し
ょ
う

の
建
設
▽
夫
を
芒
く
し
た
知
人

が
自
立
で
き
る
よ
う
に
、
養
鶏

の
叉
援
▽
孤
児
眩
。
喜
び
の
家
」

へ
の
水
道
殴
固
支
順
―
－
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　
「
私
た
ち
は
自
分
の
分
は
確

保
し
て
お
い
て
、
余
っ
た
分
で

他
人
の
こ
と
を
と
考
え
ま
す

が
、
ア
フ
リ
カ
の
人
嗅
口
分
の

こ
と
泰
肢
っ
て
お
い
て
も
、
他

人
の
た
め
に
と
い
う
優
し
さ
が

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ア
フ

リ
カ
の
人
に
教
瓦
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
ん
で
す
」
。
任
團
は
来

年
２
月
ま
で
の
１
年
間
。
安
定

し
た
給
水
の
・
た
め
、
田
舎
町
に

雨
水
を
た
め
る
た
め
の
巨
大
タ

ン
ク
を
設
ａ
し
よ
う
と
、
関
係

考
の
詞
整
に
走
り
回
っ
て
い

る
。
未
舗
装
の
道
路
で
詞
り
砂

に
ま
み
れ
て
顔
が
汚
れ
て
も
、

ち
っ
と
も
気
に
な
ら
な
い
。

か
ら
、
難
民
の
緬
Ｓ
が
蛸
ま
っ

た
の
に
心
‥
わ
せ
て
、
所
動
拠
点

を
ル
ワ
ン
ダ
国
内
に
移
し
た
。

剔
国
へ
節
っ
た
難
民
の
た
め

に
、
シ
ェ
ル
タ
ー
ヱ
の
家
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
す
い
」
と
は
・
・
・
…
。
　
ね
」
。
　
　
　
　
　
　
　
の
奥
本
さ
ん
（
右
）
　
　
り
ル
ワ
ン
ダ
・
キ
フ
ン
ゴ
で

口
内
川
副
に
E
I
E
1
1
7
9
m

'
F

5
＆
　
M
j
g
e
㈲
麿
居
潔
白
団
団
ｍ
ｍ

疑
っ
た
。
こ
の
領
さ
を
「
§
ら

し
や
す
い
」
と
は
・
・
・
…
。

工

ｌ

研
究
す
る
角
野
さ
ん
Ｉ
ケ
ニ
ア
・
ナ
イ
ロ
ビ
で

－　
東
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ニ
ア

で
、
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
昨
年
か
ら
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
本
格
的
Ｈ
Ｉ
Ｖ

　
（
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
）
対
策

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
猷
賀

堅
卿
員
の
医
師
、
角
野

回
心

暇
貝
と
し
て
？
ん
だ
公

衆
衛
生
の
知
識
を
、
発

展
途
上
国
で
生
か
し
た

か
っ
た
か
ら
だ
。
研
究

所
や
病
院
か
ら
の
参
加

が
中
心
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
医

痢
事
業
に
、
自
治
体
か

ら
加
わ
っ
た
例
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

　
角
野
さ
ん
は
滋
固
医

ＨＩＶ母子感染予防に取り組む
助
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
移
し
、
ナ

イ
ロ
ビ
の
ケ
ニ
ア
中
央
医
学

研
究
所
（
Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
で

行
わ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ヱ
ク

ト
に
参
加
し
た
。

　
欧
米
で
は
、
薬
の
投
与
で

　
Ｑ
子
感
染
の
確
率
が
数
￥

　
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
し

　
か
し
、
高
価
で
ケ
ニ
ア
周

　
辺
国
で
は
、
な
か
な
か
鴎

　
入
で
き
な
い
。
母
親
が
工

　
イ
ズ
曝
染
者
の
嘔
凸
、
生

　
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
３

　
割
が
眼
染
し
て
し
ま
う
と

　
い
う
統
計
が
あ
る
。

　
　
角
野
さ
ん
が
訓
わ
っ
た

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
地

　
元
の
薬
を
薬
草
と
し
て
鴎

　
用
、
母
子
噪
染
防
止
に
役

　
立
て
る
研
究
や
、
輸
血
の

　
安
全
性
確
保
の
た
め
に
血

液
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
発
見
す

る
た
め
の
検
杏
法
の
確
立
を

急
い
で
い
る
。
角
野
さ
ん
は

「
私
た
ち
の
力
で
、
母
子
嬢
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